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秋期以降、感染対策を徹底した上で、対面を基本とし
たコロナ感染症以前の日常が戻りつつあります。
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APUの近況



4月より校務復帰している出口学長と校友会代表（ｼﾞｭ
ﾈｰﾌﾞ国連本部勤務）が秋期入学式で挨拶を行いました。
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APU’s Multicultural Campus is Back!

https://www.facebook.com/watch/?v=786360465860544

APUの近況
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国連開発計画（UNDP）アフリカ局長セミナーを開催
（5月23日)

APUの近況



産官学で取り組むSDGs —APSの授業でブレインストーミングを実施
(7月1日)
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卒業生を迎える対面講義も再開し、7月、ウクライナ出
身卒業生（日本在住）、ベトナム在住の卒業生も招聘。
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10月29日・30日 学生活動の集大成
第20回「天空祭」が本格的に対面開催
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インドネシア・ウィーク（10月31日～11月5日）
インドネシア特命全権大使もAPUご来学

APUの近況
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韓国・ウィーク（11月7日～11月11日）

APUの近況



Off-campus Study Programフェアの風景
(10月5日～19日)
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来場学生数
Session 1：131名
Session 2：139名

出展者
Session 1：26大学出展
Session 2：25大学出展

2023年秋は過去最多の195名
（国内147名、国際48名）が申請



海外の交流（海外留学プログラム）も段階的・条件付
きで再開しています。
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APUの考えるOff-campus Study Program
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APMの学びの集大成-ﾌﾝﾄﾞｰｷﾝ醤油の海外展開戦略を提案
(9月14日)
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保護者会支援企画の利用状況
100円朝食は10月以降、毎週約800名の学生が利用

加えて、食品の無料配布・値引きも実施中

APUの近況

2022年保護者会補助企画

実施時期 商品 形態 期間(日間)
1日あたりの

数量 数量 単価 合計

7/18(月)～7/22(金)・COOPお水ペットボトル(555㎖) 無料配布 5 100 500 78 39,000

10/24(月)～・栄養機能食品(カロリーメイト2本入り) 無料配布 5 200 1,000 102 102,000

10/31(月)～・ハラル冷凍食品300円引き 値引き 5 50 250 300 75,000

11/7(月)～・防災食(カレー) 480円→80円 値引き 5 48 240 400 96,000

11/14(月)～

・パスタ300g 無料配布 5 200 1,000 181 181,000

・パスタソース1人前(アラビアータ・カルボナーラ・ボロ
ネーゼのうちどれか)

無料配布 5 200 1,000 110 110,000

12/5(月)～・ツナ缶 無料配布 5 100 500 142 71,000

12/12(月)～・COOPお水ペットボトル(555㎖) 無料配布 5 160 912 78 71,136

12/19(月)～
・食堂の手づくりパンまたはクッキー※実施時期と内容につ
いては調整中

無料配布 5 90 464 118 54,752

2023/1/16(月)～・食堂の手づくり弁当200円引き(300→100円) 値引き 5 50 250 200 50,000

1/23(月)～・食堂の手づくり弁当200円引き(300→100円) 値引き 5 50 250 200 50,000

899,888



２．APUの概要
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APUについて

2022年秋、国際学生の出身国・地域数：102（開学以来初めて）

今秋新たにAPUコミュニティに加わった学生の
国・地域は

●エスワティ二王国（アフリカ）
●ベラルーシ共和国（欧州）の2か国
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2022

●「国際性」全国1位にランクイン
● 総合順位5年連続 西日本の私大1位
● 全国私大では5位（全体24位）

APUについて



20

APUについて
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多角的なネットワーク
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APUで学んだ人たちが世界を変える。
この多文化が共生する国際社会には多様な価値観が存在し、対立や摩擦が否応なく生じる。
異なる文化と価値観の違いを認めて理解し合い、自由で平和な世界を築く「世界市民」を育成する。
これが、APUの目指す「自由・平和・ヒューマニティ」「国際相互理解」「アジア太平洋の未来創造」
という理念の核心である。
APUで学んだ一人一人が、自由と平和を追求する人間として、人間の尊厳に対する畏敬の念を抱き、
世界で、日本で、それぞれの住む地域や立場で、他者のために、社会のために行動することに
より、世界が変わる。

APU2030ビジョン

APUで育つ「世界を変える」人とは
■他者と協働し、対話を軸に対立を乗り越え、社会に影響を与えることができる。
■異なる文化との衝突や遭遇したことのない困難への耐性がある。
■多様な視点やアイデアから、新しい価値を創造することができる。
■自分自身のゴールを描き、生涯学び成長し続けることができる。

「世界を変える」人を育てるためにAPUは
■比類ない多国籍・多文化環境を活かして、世界市民として成長するための学習や活動の機会及び

生活環境を提供し、世界に誇るグローバル・ラーニング・コミュニティを創成する。
■教育・研究の質を絶え間なく向上させ、世界で通用する新たなグローバル・ラーニングの価値を創造する。

■APUの財産である世界中の卒業生や地域社会のステークホルダーとのつながりを深化させ、教育活動や大学運営で
協働する。

―APUは世界に誇れるグローバル・ラーニング・コミュニティを構築
し、そこで学んだ人たちが世界を変える。
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APUについて

４年間を通じたキャリアプログラム

●Step 1（1回生）:4年間どう過ごすか考える
・新入生オリエンテーションでキャリアオフィスの活用法を学ぶ・1回生向け授業
「キャリア・デザインⅠ」の開講
＊キャリアオフィス資料室やキャリア系のイベントに積極的に参加を！

●Step2 (1回生～2回生）：将来像のモデルを提示
・企業や国際機関など社会人の校友を招いた講演会を実施

●Step3（1回生～3回生）：学生生活を通して職業観を形成
・インターンシップへの参加
・企業研究などキャリアに関連した授業への参加
・起業を目指す学生のための出口塾への参加など

●Step4 (3～4回生）：就職・進学へ本格始動
・オンキャンパスリクルーティングや各種就活セミナーへの参加
・オンラインによる個別相談や内定者企画の活用など
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APUについて

立命館東京キャンパス

●場所は、東京都千代田区丸の内1-7-12サピアタワー8F
（東京駅日本橋口、大手町駅B7出口からすぐ）

立命館東京キャンパスは、立命館大学の学生と立命館アジア太平
洋大学の学生が利用可能で、就活ピーク時は、1日70名ほどの学
生で賑わいます。主に就活で利用する学生が多いのですが、在学
生であれば誰でも気軽に立ち寄ってパソコンでの作業などができ
ます。卒業生も利用できるので、ふらっと遊びに来ます。
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３．2023年度からの新展開
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2023年度からのAPU：3学部2研究科

APUについて



2023年度新学部の設置
サステイナビリティ観光学部
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サステイナビリティ観光学部
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サステイナビリティ観光学部



4.新教学棟・新国際教育寮
（2023年2月完成予定）
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新たな教学棟および国際教育寮APハウスの概要

教学新棟
＜建築コンセプト＞

●「グローバル・ラーニング・コミュニティ」に
相応しい空間への進化
●多様なスチューデント・コモンズ（教室以外の
共通空間）を豊富に設置
●「学生間交流」、「学生・教員間交流」、「学
生・ステークホルダー・地域交流」
●グローバルで多様なコミュニティを創出
●APUの豊富なステークホルダーとの連携を促進
●APUの特徴ある「学び方」を支える教室への進化
●活発なグループワーク、プレゼンテーション、
質疑応答へ教室が最適化
●地球規模の社会課題「持続可能な社会」実現の
シンボルとして
●カーボンゼロ社会を目指して ･･･ 大分県産木材
を98％使用
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新たな教学棟および国際教育寮APハウスの概要

完成に近づき、9月29日に新教学棟の内覧会（および餅まき）が行われました。
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＜建築コンセプト＞
●「グローバル・ラーニング・コミュニティ」に相
応しい空間への進化
●Residential Education & Residential Wellbeing 
（学びの場としての寮、心身の健康維持のための
寮）: 国際教育寮の進化
（Education）
●寮生以外の学生も含め、多様な交流や協働ができ
る中央エリア
●地域・企業などのステークホルダーとの交流も可
能な交流ラウンジ
●1回生のほとんどが入寮する多文化空間が可能にす
る「Global Citizenship」としてのプログラム
（Wellbeing）
●生活空間である寮室エリアのプライバシー・セ
キュリティ確保
●心身を健康に過ごすためのプログラム

新国際教育寮APハウス



APハウス新棟の教育空間

Welcome to APU 

Residential Education & Residential Wellbeing を実現するためのコモンズ
空間を潤沢に設置

• 寮生以外の学生も含め、多様な交流や協働ができる中央エリア

• 地域・企業などのステークホルダーとの交流も可能な交流ラウンジ

• 1回生のほとんどが入寮する多文化空間

• Global Citizenship Program の大幅拡大
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キャンパス中心部にAPハウス新棟

既存のAPハウス
1・2

生協の食堂・
店舗

講義棟群
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10月東京都内で新学部についての広報展開
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今後の入試日程情報
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本日はご参加いただきありがとうございました。

引き続きのご支援よろしくお願い申し上げます


